
  【裏面もあります！】 
■河川管理の適正化を 

子育ての充実、待機児童対策の強化を！ 

決算特別委員会では５つのテーマで質問に立った＝２０１５年１１月２日 

田辺かずき 
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計
画
が
対
象
と
す
る
経
済
的

貧
困
状
態
に
あ
る
子
ど
も
の

数
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に

求
め
、
県
は
就
学
援
助
率
な

ど
を
用
い
た
試
算
を
初
め
て

公
表
。
福
岡
県
の
子
ど
も
の

「
５
人
に
１
人
」
が
貧
困
状

態
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。 

 

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
県
政

の
注
目
す
べ
き
動
き
と
し
て

毎
日
新
聞
が
報
道
。
ま
た
、

西
日
本
新
聞
も
私
の
一
般
質

問
へ
の
答
弁
で
県
が
用
い
た

試
算
手
法
を
活
用
し
、
独
自

に
九
州
７
県
の
貧
困
状
態
に

あ
る
子
ど
も
の
数
を
算
出
し

て
い
ま
す
。
社
会
課
題
の
解

決
に
は
メ
デ
ィ
ア
の
果
た
す

役
割
も
大
き
く
、
こ
う
し
た

報
道
を
あ
り
が
た
く
思
い
ま

す
。 

 

９
月
定
例
会
に
続
き
、
２

０
１
４
年
度
決
算
を
詳
細
に 

 

福
岡
県
議
会
は
９
月
定
例
会

（
９
月
18
日
～
10
月
９
日
）
を

開
催
。
私
は
連
続
18
回
目
と
な

る
本
会
議
質
問
（
一
般
質
問
）

に
立
ち
、
県
が
策
定
作
業
を
進

め
て
い
る
「
子
ど
も
の
貧
困
対

策
推
進
計
画
」
に
実
効
性
を
持

た
せ
る
た
め
、
計
画
へ
の
数
値

目
標
の
設
定
を
提
案
し
、
小
川

洋
知
事
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
る

考
え
を
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、 

審
議
す
る
決
算
特
別
委
員
会

が
10
月
27
日
～
11
月
６
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
委

員
に
選
任
さ
れ
、
５
つ
の

テ
ー
マ
で
積
極
的
に
質
問
に

立
ち
ま
し
た
。 

 

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、

私
自
身
も
子
育
て
を
し
な
が

ら
働
い
て
い
る
者
と
し
て
同

世
代
の
重
要
な
課
題
と
考
え

て
い
ま
す
。
福
岡
県
の
保
育

需
要
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、

保
育
所
等
の
利
用
児
童
数
は

今
年
度
10
万
９
１
７
３
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
決

算
審
議
で
は
、
今
後
も
ニ
ー

ズ
が
増
加
す
る
と
み
ら
れ
る

福
岡
都
市
圏
の
待
機
児
童
対

策
を
強
化
す
る
た
め
、
結
婚

や
出
産
、
育
児
を
機
に
離
職

し
た
保
育
士
の
方
々
が
数
千

人
規
模
で
潜
在
し
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
な
が
ら
、
「
復

職
支
援
」
を
充
実
す
る
よ
う

に
求
め
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
古
賀
市
も
今
年
度

活
用
し
て
い
る
県
の
「
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備 

導
入
促
進
事
業
」
の
成
果
と

課
題
を
検
証
し
、
実
効
性
を

高
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

県
は
、
既
に
素
案
を
公
表
し

て
い
る
地
方
創
生
の
た
め
の

総
合
戦
略
に
お
い
て
も
「
新

た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業

の
育
成
・
集
積
に
よ
る
地
域

振
興
を
図
る
」
こ
と
を
取
り

組
み
の
方
向
性
と
し
て
掲
げ

て
お
り
、
そ
の
実
現
の
た
め

の
具
体
的
な
施
策
と
重
要
業

績
評
価
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
も

示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
ほ
か
に
も
▽
河
川
管

理
の
事
業
規
模
の
拡
大
▽
平

和
教
育
と
戦
争
体
験
の
継
承

▽
県
職
員
の
身
分
を
有
し
な

い
者
へ
の
指
揮
命
令―

―

を

テ
ー
マ
に
議
論
し
ま
し
た
。

こ
の
裏
面
や
ブ
ロ
グ
な
ど
で

も
報
告
し
て
い
ま
す
の
で
ご

参
照
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で

す
。 

▼福岡県議会のホームページはこちら 
http://www.gikai.pref.fukuoka.lg.jp/ 

裏
面
に
つ
づ
き
ま
す 

田辺の政治活動を連日発信しています！ 

  ＜田辺かずき事務所＞ 
〒811-3103  福岡県古賀市 
  中央 1-6-41-203 
TEL   ： 092-692-8510 
FAX 

  
： 092-410-7730   

 ： challenge@ 
  tanabe-kazuki.jp 
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し
た
学
校
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
政
令
市
で
の
実
施
校
が
ほ

と
ん
ど
な
い
な
ど
地
域
差
も
判
明

し
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
私

か
ら
学
校
現
場
で
戦
争
体
験
者
の

話
を
聞
く
平
和
学
習
の
機
会
を
増

や
す
よ
う
、
全
県
的
に
取
り
組
む

必
要
性
を
訴
え
、
県
教
委
は
「
戦

争
体
験
者
の
話
を
直
接
聞
く
こ
と

を
通
じ
た
平
和
学
習
は
、
平
和
へ

の
意
識
を
高
め
、
戦
争
の
悲
惨
さ

や
平
和
の
尊
さ
を
身
近
な
こ
と
と

し
て
実
感
す
る
う
え
で
意
義
が
あ

る
。
各
小
中
学
校
に
戦
争
体
験
者

の
話
を
聞
く
た
め
の
情
報
提
供
に

努
め
る
」
と
表
明
。
高
校
に
つ
い

て
も
「
各
学
校
の
実
態
に
応
じ
て
、

生
徒
の
理
解
を
促
進
さ
せ
る
た
め

の
講
話
等
を
取
り
入
れ
て
い
き
た

い
」
と
答
弁
し
、
前
向
き
な
姿
勢

を
示
し
ま
し
た
。 

小中学校での平和教育の充実と戦争体験の継承を 
 

政
治
の
究
極
目
標
は
世
界
平
和
の

実
現
で
す
。
今
年
は
戦
後
70
年
の
節

目
。
戦
争
を
体
験
し
て
い
な
い
世
代

は
、
先
の
大
戦
の
体
験
者
の
皆
様
か

ら
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で

「
追
体
験
」
し
、
次
の
世
代
に
平
和

を
つ
な
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
学
校
現
場
に
お
け
る
平
和
教

育
の
重
要
性
は
増
し
て
い
る
と
い
え
、

今
回
の
決
算
特
別
委
員
会
で
県
教
育

委
員
会
に
質
問
し
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
修
学
旅
行
の
実
施
状
況
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
県
教
委
に
よ

る
と
、
小
学
校
で
は
全
体
の
99
％
で

平
和
学
習
が
行
わ
れ
て
い
る
一
方
、

中
学
校
で
は
３
割
に
低
下
。
私
か
ら

「
中
学
校
で
も
平
和
学
習
を
重
視
す

べ
き
」
と
提
案
し
、
県
教
委
は
「
中

学
校
で
も
平
和
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会

の
設
定
は
有
意
義
」
と
認
識
を
共
有

し
ま
し
た
。
ま
た
、
県
立
高
校
の
一

部
で
は
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
海
外
へ
の 

修
学
旅
行
で
戦
争
に
関
す
る
博
物
館

や
史
跡
等
の
訪
問
を
取
り
入
れ
て
お

り
、
県
教
委
は
「
こ
う
し
た
機
会
を

出
来
る
限
り
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
の
考
え
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
が
今
年

実
施
し
た
原
爆
へ
の
意
識
調
査
の
結

果
に
よ
る
と
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下

の
年
月
日
を
知
っ
て
い
る
割
合
は
全

国
で
25
・
６
％
、
広
島
の
割
合
も
全

国
で
29
・
５
％
に
止
ま
っ
て
お
り
、

「
戦
争
の
記
憶
」
の
風
化
が
強
く
懸

念
さ
れ
ま
す
。
私
が
小
学
生
だ
っ
た

四
半
世
紀
前
は
「
８
月
６
日
」
や

「
８
月
９
日
」
と
い
っ
た
日
付
に
合

わ
せ
、
夏
休
み
の
登
校
日
が
あ
り
ま

し
た
。
県
教
委
に
よ
る
と
、
平
成
27

年
度
は
県
内
で
８
月
６
日
を
登
校
日

と
し
た
小
学
校
が
68
％
、
中
学
校
が

69
％
と
、
５
年
前
か
ら
２
～
３
％
減

少
。
ま
た
、
８
月
９
日
を
登
校
日
と 

【所属】福岡県議会・広域行政推進対策調査特別委員会副委員長 
    同・農林水産委員会、議会運営委員会 
    同・タイ友好議員連盟事務局長 
    全国青年都道府県議会議員の会（福岡県世話人） 
    民主党青年委員会副委員長 
    民主党福岡県第４総支部幹事長 
【家族】会社員の妻、８歳の長男、４歳の長女 

適正な河川管理のあり方について知事に問題提起＝２０１５年１１月６日 

1980年5月16日生まれ 
1987年 暁の星幼稚園 卒園 
1993年 花鶴小学校 卒業 
1996年 古賀中学校 卒業 
1999年 福岡県立福岡高校 卒業 
      （高51回、現在は同窓会顧問） 
2003年 慶應義塾大学法学部法律学科 卒業 
    毎日新聞社 入社、福井支局 配属 
2006年 大阪本社社会部 配属 
2011年 福岡県議会議員 初当選 
    厚生労働環境委員会（～13年） 
    国際交流推進対策調査特別委員会（～13年） 
2013年 新社会推進商工委員会（～15年） 
    防災及びエネルギー・水安定供給調査特別委員会（～15年） 
2015年 福岡県議会議員 2期目当選 

    ＜田辺かずき プロフィール＞ 

  ブログやフェイスブックなどによる連
日の情報発信に加え、紙ベースの県政
報告書（１～２カ月に１回のペースで発
行）で活動をお伝えしており、ご希望の
方には郵送させていただいています。
県政活動の意義と詳細を記しています
ので、事務所（０９２－６９２－８５１０）ま
でご連絡ください。 

【対話集会を開催】 【県政報告書の発送】 

お し ら せ 田辺かずき事務所からの 

  私の県議会活動は地元の皆さんの 
「声」があってこそ。市内各地の公民館
で対話集会を継続的に開催しており、ご
連絡をいただければサークル活動など
の地域の皆さんの集まりにも足を運び、
県政報告と意見交換をさせていただい
ています。事務所（０９２－６９２－８５１
０）まで。 

  河川管理に関しても質問。この10年間、河川除草の事業規模

が県全体で著しく減少していることを問題視し、高齢化が進行

する現状などを踏まえ、増加に転じるよう強く求めました。 

 福岡県が管理する河川は３３４、総延長は１９００キロ。私

は審議で、除草の事業規模が年々縮小していることを明らかに

しました。県全体の除草関連の総額は平成26年度決算で１億４

２００万円と、10年前の平成17年度の決算額２億５３００万円

の６割未満に低下。また、平成25年度に除草した実績を問うと

１１２キロでした（決算額１億５０００万円）。財源不足から

総延長の１割にも満たない実態が判明しました。 

 これを踏まえ、県全体で予算が絶対的に不足している実態の

改善を迫りました。知事は「除草は優先度を判断して実施して

いるが、全ての要望にはお応え出来ていない状況。今後も地域

の皆様との『協働』を推進する取り組みを進めるとともに予算

の執行をより工夫し、適正な維持・管理を行う」と答弁。これ

を受け、私から「地域住民では除草できない箇所が多々ある。

河川管理者として次年度以降、財政規模（の拡大）等も含めて

体制の強化を図っていただきたい」と求めました。 

 また、河川改修について、平成26年度は国から県への交付金

が平成26年度は78億円だったものが平成27年度は61億円と17億

円も激減（当初予算ベース）している実態を初めて明らかにし

ました。これにより、平成27年度は河川改修の県単独事業38億

円の約２割が国の交付金事業に回され、本来実施すべき県単独

事業が「圧迫」されています。私からは補正予算編成を含む対

応を強く求めました。 

 秋はイベント盛りだくさん。市

民健康スポーツの日（10月25日）

には様々なスポーツを体験し、弓

道も。着ているのは国体の福岡県

選手団のユニホームです。 

河川の適正な管理を要請 
県全体で事業規模拡大を 

秋のイベントを駆ける！ 


